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近
年
、
農
業
・
農
村
を
め
ぐ

る
情
勢
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
生

産
資
材
の
高
騰
が
続
く
中
で
、

農
業
後
継
者
の
減
少
に
よ
り
、

集
落
機
能
が
低
下
し
、
農
地
の

荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
畜
産
物
の
輸
入

増
加
や
、
食
の
安
全
・
安
心
に

対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、

対
応
す
べ
き
課
題
も
増
え
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

「
第
5
次
柴
田
町
総
合
計
画
・

前
期
基
本
計
画
」
に
お
け
る
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ

る
「
食
と
農
に
よ
る
地
域
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
現
を

目
指
す
た
め
の
指
針
と
し
て
、

平
成　

年
2
月　

日
に
「
し
ば

25

25

た
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
4
月
1
日
か

ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
郷

土
づ
く
り
」
を
将
来
の
姿
に
掲

げ
、
現
在
、「
し
ば
た
食
と
農
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
基
本
計
画
」

を
策
定
中
で
す
。
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本
町
は
、
四
季
の
変
化
に
富

ん
だ
自
然
環
境
で
、
県
内
で
も

温
暖
な
気
象
条
件
で
あ
り
、
肥

沃
な
農
地
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
農
業
で
は
、
い
ち
早
く
農

業
構
造
改
善
事
業
に
取
り
組
み
、

水
稲
を
基
幹
作
物
と
し
て
、
野

菜
、
施
設
園
芸
、
花
き
、
畜
産

を
柱
と
し
た
複
合
経
営
を
中
心

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
農
畜
産
物
輸

入
の
自
由
化
に
よ
る
価
格
低
迷

や
、
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
り
、

農
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
の
減
少
、
遊
休

農
地
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
品
や
農
畜
産
物

の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
も
高

ま
っ
て
お
り
、
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
安
心
・
安
全
な
農
畜
産

物
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
前
文　

農
業
・
農
村
が
持
つ
機

能
的
役
割
の
重
要
性
や
農
村
文

化
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
地
産
地
消
を
推
進
し
、
魅

力
あ
る
農
業
が
息
づ
く
、
農
商

工
が
連
携
し
た
食
と
農
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
こ
の

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

 
目
的
・
目
標
（
第
1
条
～
第
2
条
）

①
安
全
・
安
心
な
食
料
の
生
産

を
推
進
し
、
食
の
重
要
性
に

つ
い
て
町
民
の
理
解
を
深
め

ま
す
。

②
優
良
な
農
業
環
境
の
整
備
に

努
め
、
持
続
的
発
展
可
能
な

農
業
経
営
を
図
り
ま
す
。

③
都
市
農
村
の
交
流
拡
大
を
推

進
し
ま
す
。

 
責
務
と
役
割
（
第
3
条
～
第
5
条
）

①
町
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

国
・
県
・
農
業
団
体
と
の
連

携
を
図
り
ま
す
。

②
農
業
者
お
よ
び
農
業
団
体
は
、

農
業
・
農
村
の
振
興
に
向
け
、

自
ら
主
体
的
に
努
力
し
ま
す
。

③
町
民
、
食
品
関
係
事
業
者
等

は
、
本
町
の
農
畜
産
物
の
消

費
、
利
用
に
よ
り
、
農
業
・

農
村
の
振
興
に
協
力
し
ま
す
。

 
主
要
な
方
策
（
第
6
条
）

　

目
標
達
成
に
向
け
、　

項
目

11

の
方
策
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
主
な
方
策
）

毅
都
市
住
民
と
の
交
流
を
図
り

ま
す
。

毅
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

毅
農
業
担
い
手
の
育
成
と
確
保

に
努
め
ま
す
。

毅
農
畜
産
物
の
地
域
内
流
通
お

よ
び
消
費
を
促
進
し
ま
す
。

毅
農
業
・
農
村
の
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

 
基
本
計
画
（
第
7
条
～
第　

条
）

11

　

基
本
計
画
を
策
定
し
、
公
表
、

評
価
を
行
い
ま
す
。

　国において策定された「食料・農業・農村基本
計画」や、県の「みやぎ食と農の県民条例基本計
画」と整合性を保って推進します。

し
ば
た
食
と
農
の

ま
ち
づ
く
り
条
例

農
業
を
取
り
巻
く

環
境
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1
・ 
農
畜
産
物
の
安
全
性
の
確
保

　

農
畜
産
物
の
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生

産
工
程
管
理
）
に
取
り
組
み
、

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
、
安

全
性
の
高
い
農
畜
産
物
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
農
畜
産
物
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
※
）
を
推

進
し
ま
す
。

※
生
産
・
流
通
の
過
程
を
確
認
す
る
仕
組
み

2
・ 
消
費
者
と
生
産
者
の
相
互
理

解
の
促
進

　

食
と
農
を
結
び
つ
け
る
「
食

育
」
や
「
地
産
地
消
」
を
推
進

し
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域

社
会
と
の
連
携
、
協
力
に
よ
り
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
食
生
活

の
普
及
を
図
り
ま
す
。

3
・ 
環
境
に
配
慮
し
た
農
畜
産
物

の
生
産

　

有
機
農
業
へ
の
転
換
を
推
進

す
る
た
め
、
新
た
な
機
械
の
導

入
や
、
施
設
の
設
置
な
ど
の
支

援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー（
※
）を
育
成
し
ま
す
。

※
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
低
減
す
る
農
業
者

　
「
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
郷

土
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
目
標
は
、
以
下
の
と
お

り
で
す
。

2
・ 
活
力
あ
る
農
業
の
振
興

　

経
営
支
援
体
制
を
整
備
し
、

収
益
性
の
高
い
経
営
体
の
育
成

を
図
り
ま
す
。
情
報
技
術
を
活

用
し
、
農
畜
産
物
の
宣
伝
に
努

め
、
ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。
観
光

物
産
交
流
館
な
ど
を
利
用
し
た
、

販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

3
・ 
農
畜
産
物
の
特
産
品
化
の

推
進

　

町
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物

を
素
材
と
し
た
、
商
品
化
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
基

幹
作
物
で
あ
る
水
稲
を
中
心
と

し
て
、
野
菜
、
花
き
、
畜
産
品

等
の
品
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

4
・ 
生
産
基
盤
の
整
備
と
優
良

農
地
の
確
保

　

地
域
に
応
じ
た
ほ
場
整
備
や
、

農
道
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

適
地
作
物
、
景
観
作
物
に
よ
る

遊
休
農
地
の
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

1
・ 
担
い
手
の
育
成

　

認
定
農
業
者
や
生
産
組
織
な

ど
の
効
率
的
な
経
営
体
が
主
体

と
な
っ
た
、
生
産
体
制
の
整
備

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
経
営
能

力
の
向
上
を
支
援
し
、
農
業
経

営
改
善
計
画
の
達
成
に
努
め
ま

す
。
女
性
が
経
営
に
参
画
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
加
工
・
販

売
な
ど
の
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

1
・ 
都
市
と
農
村
の
交
流
の
拡
大

　

自
然
景
観
や
農
畜
産
物
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
、
地
域
主

体
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
里

山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
活
用

し
、
交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
型
農
園
の
設
置

を
支
援
し
、
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。

2
・ 
農
村
環
境
の
保
全
・
管
理

　

地
域
資
源
の
適
切
な
管
理
の

た
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

農
地
、
水
、
環
境
を
保
全
す
る

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

実
現
の
た
め
に

消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た

安
心
・
安
全
な
食
料
の

生
産
振
興

持
続
的
発
展
可
能
な

農
業
の
構
築

魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
の
振
興
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平
成　

年　

月
に
、
農
業
関

23

11

係
者
、
消
費
者
、
町
職
員
で
構

成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
、
条
例
・
基
本
計
画

の
素
案
作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年　

月
に

24

10

は
、
農
業
関
係
者
、
農
業
者
、

消
費
者
で
構
成
さ
れ
る
策
定
委

員
会
を
設
置
し
、
条
例
・
基
本

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
再
検
討

を
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
仙
南
女
性
部
が

主
体
と
な
っ
て
、
野
菜
づ
く
り

な
ど
の
農
業
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
土

に
触
れ
る
こ
と
は
、
農
業
者
の

育
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今

後
も
、
こ
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

■Ｑ
 
  　

a
区
画
の
ほ
場
で
は
、

10

水
の
管
理
が
大
変
で
あ
る
。
早

期
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●Ａ
 
  
基
盤
整
備
は
、
関
係
機
関

と
調
整
し
事
業
展
開
し
た
い
。

■Ｑ
 
  
6
次
産
業
の
充
実
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

●Ａ
 
  
地
域
内
で
生
産
さ
れ
た
農

畜
産
物
を
素
材
と
し
て
商
品
化

す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

■Ｑ
 
  
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
都

市
農
村
の
交
流
促
進
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

●Ａ
 
  
地
域
住
民
、
営
農
組
織
が

受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

■Ｑ
 
  
景
観
対
策
と
し
て
、
遊
休

農
地
な
ど
の
解
消
を
ど
う
す
る

か
。●Ａ
 
  
耕
作
者
へ
の
草
刈
り
の
徹

底
指
導
や
各
地
区
の
資
源
保
全

隊
な
ど
、
協
力
体
制
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

 
募
集
期
間 

　

6
月　

日
～
7
月　

日

17

17

　
「
し
ば
た
食
と
農
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
基
本
計
画
」
を
、
よ

り
身
近
で
実
効
性
の
あ
る
計
画

に
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
基

本
計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
柴
田
町
役
場
、
槻
木
事

務
所
、
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

 
ご
意
見
の
提
出
方
法 

　

所
定
の
様
式
に
記
述
い
た
だ

き
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
直
接
農
政
課
、
槻
木

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ　

農
政
課

　

電  
話　

5
5
ー
2
1
2
2

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

5
5
ー
4
1
7
2

　
Ｅ
メ
ー
ル　

agrad

     m  

@
tow
n

 
   
 .  

　
　

shibata.m
iyagi.j

         
       p  

　

今
回
の
計
画
策
定
に
携
わ
り
、

将
来
、
担
い
手
や
農
地
、
集
落

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
か

を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
農
業
・
農
村

づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーー
クククククククククク
シシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョ
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ
でででででででででで

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ののののののののののの

主主主主主主主主主主
なななななななななな
意意意意意意意意意意

主
な
意
見見見見見見見見見見見

策定委員

岩間　良隆さん

策定委員

加茂ひろ子さん
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デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
仙
台
・
宮
城
D
C
）

は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
と
地
元
の
観
光
関

係
者
や
自
治
体
が
、
一
体
と
な
っ

て
展
開
す
る
全
国
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

２
０
０
８
年
に
宮
城
県
で
初

め
て
開
催
し
、
今
回
で
、
２
回
目

の
開
催
で
す
。
海
・
山
・
里
の
豊

か
な
恵
み
を
受
け
た
多
様
な
食

材
や
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
伊

達
文
化
、
仙
台
・
宮
城
が
持
つ
魅

■1  仙台・宮城ＤＣスタート！
　ＪＲ白石蔵王駅構内で行われた開幕式では、県南2市7町
の首長が甲冑姿の戦国武将に大変身。「エイ・エイ・オイー」
と勝どきを上げ、仙台・宮城ＤＣがスタートしました。

■2  ＪＲ白石蔵王駅でお出迎え
　新幹線ホームでは、「みんなで新幹線に笑顔で手を振って
おもてなし隊」のメンバー約400人に「武将」も加わり、
乗降客をお出迎えしました。

■3  白石城にキャラクターが勢ぞろい
　仙南各市町村のキャラクター達が勢ぞろい。大歓声で迎
えられました。

■4  開幕前にはJR仙台駅前でＰＲ
　県南の春のオススメ観光情報をＰＲしました。

■5  しばた桜まつりにはなみちゃん登場！
　はなみちゃんの登場に、しばた桜まつりも一層盛り上がり
ました。

3

2

1

4 5
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力
を
多
く
の
方
に
感
じ
て
い
た

だ
こ
う
と
「
笑
顔
咲
く
た
び
伊
達

な
旅
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

期
間
中
は
宮
城
県
内
各
地
で
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
企
画

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月

６
日
に
は
、
J
R
白
石
蔵
王
駅
と

白
石
城
で
県
南
エ
リ
ア
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
第
一
歩
は
、
住
民
一
人

一
人
が
そ
の
ま
ち
を
大
好

き
に
な
る
こ
と
で
す
。
大

好
き
な
ま
ち
を
見
る
こ
と

で
、
観
光
資
源
が
見
つ
か
り
、

資
源
に
磨
き
を
か
け
て
い

く
。
そ
の
繰
り
返
し
が
観

光
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
私
は
、
そ
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
を

お
手
伝
い

柴田町観光物産協会
（柴田町観光戦略プラン研究会 会長）
早川　秀一 さん
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（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
は
、

全
長　
ｍ
、
幅
3
ｍ
の
歩
道
橋
で

85

す
。
昨
年
度
か
ら
、
一
般
公
募

に
よ
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
橋
の
デ
ザ
イ
ン

や
船
岡
城
址
公
園
の
周
辺
整
備

に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
6
月
か
ら
、

船
岡
城
址
公
園
側
の
橋
台
の
工

事
に
着
工
し
ま
す
。
船
岡
城
址

公
園
と
白
石
川
の
桜
を
結
ぶ
こ

と
で
、
花
見
の
名
所
と
し
て
の

魅
力
が
高
ま
り
、
さ
ら
な
る
国

内
外
か
ら
の
集
客
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

白
石
川
右
岸
の
堤
外
地
（
堤

防
の
川
側
の
部
分
）
に
、
親
水

公
園
を
整
備
し
ま
す
。
新
た
に

水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
、
自
然
豊

か
な
水
辺
の
空
間
が
形
成
さ
れ
、

観
光
客
や
散
策
を
楽
し
む
人
々

の
心
を
魅
了
す
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
工
事
の
完
成
は
、
平
成

　

年
度
の
予
定
で
す
。

26

（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋

 
平
成　

年
度

25

　

橋
台
、
橋
脚
工
事
・
桁

　

等
製
作

 
平
成　

年
度

26

　

桁
架
設
工
事
・
橋
面
工

　

事
・
附
帯
工
事

親
水
公
園

 
平
成　

年
度

25

　

園
路
、
広
場
工
事

 
平
成　

年
度

26

　

景
観
、
休
養
施
設
工
事

船岡城址公園と周辺整備全体図（イメージ）

白石川親水公園（イメージ）

展望デッキの眼下に望むさくら連絡橋（イメージ）
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今
年
も「
花
と
緑
の
愛
好
家
」

の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
と
し

て
個
人
の
庭
園
や
里
山
を
、
一

定
期
間
公
開
し
ま
す
。
丹
精
こ

め
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
庭
園
や

緑
豊
か
な
里
山
に
訪
れ
、
癒
し

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

夫
と
二
人
三
脚
で
庭
づ
く
り

を
始
め
て　

年
に
な
ろ
う
と
し

10

て
い
ま
す
。

　

散
歩
の
途
中
、
足
を
と
め
て

「
き
れ
い
で
す
ね
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
う
れ
し
く
て
、
つ
い
つ
い

話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
時
々

「
草
取
り
大
変
ね
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

黙
々
と
土
に
触
っ
て
い
る

と
、
嫌
な
こ
と
は
ど
こ
か
に

飛
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
庭
」
は
、
多
く
の
人
々
と

の
出
会
い
や
友
人
の
輪
を

広
げ
、
夫
婦
の
会
話
を
多
く

し
て
く
れ
ま
す
。
草
花
一

つ
一
つ
に
姑
や
母
、
息
子
、

庭
に
訪
れ
て
く
れ
た
人
々

と
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
て
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
辛
い
時
で
も
、

こ
れ
ら
の
草
花
が
癒
し
て

く
れ
ま
す
。

　

山
野
草
や
バ
ラ
、
風
に
そ

よ
ぐ
庭
木
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
植
物
は
あ
っ
て
も
、
健
気

に
咲
い
て
い
る
草
花
を
嫌
い
な

人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
は
、
我
が
家
の
庭
が
一

番
華
や
か
に
な
り
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
当
日
、
皆
さ
ん

が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

バ
ラ
の
手
入
れ
な
ど
を
し
て
い

る
と
、
私
自
身
も
ワ
ク
ワ
ク
し

て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
庭
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

バラをはじめ多くの草花を楽しめる
佐藤さんのお庭

庭作りを夫婦で楽しんでいる
佐藤信一さん・サツ子さん（槻木東）

特
色
あ
る
庭
園
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

私
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す

佐
藤
サ
ツ
子
さ
ん  

毅
公
開
日
や
時
間
な
ど
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
見
学
し
ま

し
ょ
う
。

毅
お
庭
や
里
山
内
で
は
ト
ゲ

の
あ
る
植
物
や
急
斜
面
が

あ
り
ま
す
。
見
学
の
際
に

は
、
事
故
な
ど
の
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
十

分
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

毅
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。
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梅
雨
時
に
咲
く
花
と

い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て

も
ア
ジ
サ
イ
で
す
。

　

ア
ジ
サ
イ
は
、
日
本
の

寺
院
や
庭
園
に
良
く
似

合
う
せ
い
か
、
全
国
各
地

に
ア
ジ
サ
イ
寺
が
あ
り
、
多
く
の
参
拝
客
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
頃
の
私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
北
海
道
中
富
良
野
町
の
大
地

に
咲
く
、
コ
マ
チ
ソ
ウ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、

カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
よ
う
に
、
色
艶
や
か

な
ス
ケ
ー
ル
感
が
あ
る
花
景
色
が
好

き
で
し
た
。
し
か
し
、
年
齢
を
重
ね

て
い
き
ま
す
と
、
う
っ
と
う
し
い
季

節
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
ア
ジ
サ
イ
も
、

今
で
は
風
情
を
感
じ
、
気
持
ち
が
落

ち
着
く
花
と
し
て
、
心
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ジ
サ
イ
は
別
名
「
七
変
化
」
と
も

言
わ
れ
、
咲
き
始
め
か
ら
花
が
散
る

ま
で
、
次
々
と
色
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
私

の
花
心
も
ア
ジ
サ
イ
と
同
じ
で
、
時
の
流
れ

と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
と
い
え
ば
、

ア
ジ
サ
イ
寺
で
し
た
が
、
最
近
で
は
里
山
を

活
用
し
た
ア
ジ
サ
イ
観
光
に
、
人
気
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
所
で
は
、
岩
手
県
一
関
市
の
「
み

ち
の
く
あ
じ
さ
い
園
」
が
あ
り
ま
す
。
ス
ギ

林
の　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
約
２
５
０
種
２
万

１５

５
千
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
え
ら
れ
、
期
間
中

は
、
約
１
万
３
千
人
の
来
場
者
が
訪
れ
る
そ

う
で
す
。
実
は
灯
台
下
暗
し
で
、
船
岡
城
址

公
園
に
も
美
し
い
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
ま
す
。

ア
ジ
サ
イ
寺
と
は
異
な
っ
た
趣
き
で
、
里
山

に
た
た
ず
む
ア
ジ
サ
イ
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と

に
、
土
質
の
関
係
か
ら
な
の
か
、
青
系

統
ば
か
り
で
あ
り
、
紅
や
紫
な
ど
の
艶

や
か
な
色
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
今
年
、
ア
ジ
サ
イ
の
仲
間
で
あ
る
ピ

ン
ク
ア
ナ
ベ
ル
を
植
え
、
色
彩
を
豊
か

に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
船
岡
城
址
公
園
以
外
で
も
、

太
陽
の
村
の
ア
ジ
サ
イ
や
、
船
迫
２
号

線
沿
い
の
高
橋
さ
ん
宅
の
ア
ジ
サ
イ
も
、

一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
高
橋
さ
ん

御
夫
妻
が
、
丹
精
を
込
め
て
植
え
た
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
サ
イ
の
名
所

が
増
え
て
い
け
ば
、「
花
の
ま
ち
柴
田
」の
名

声
が
、
な
お
一
層
高
ま
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

雨
上
が
り
に
、
し
っ
と
り
と
濡
れ
た
色
と

り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
に
出
会
う
こ
と
で
、
心

を
癒
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

アアアアアアアアアアジジジジジジジジジジササササササササササイイイイイイイイイイ新新新新新新新新新新名名名名名名名名名名アジサイ新名所所所所所所所所所所所

　

槻
木
婦
人
会
は
、
昨
年
度
か
ら
、

槻
木
小
学
校
で
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
最
初
の
活
動
は
、
新
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
た
4
月
、
新
入
生
の
給

食
指
導
の
手
伝
い
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
先
生
の
説
明
を
よ
く
聞
き
、

上
手
に
配
膳
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
大
変
楽
し
く
過

ご
し
た
一
週
間
で
し
た
。

（
槻
木
婦
人
会　

八
巻
ま
し
子
会
長
）

　

昨
年
度
の
「
お

掃
除
教
室
」「
昔
か

ら
の
遊
び
体
験
」

に
続
き
、
今
回
の

給
食
指
導
支
援
で

は
、
7
日
間
、
延

べ　

人
（
実
質　

42

21

人
）
に
「
手
弁
当
」
で
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

担
任
一
人
で
は
、

大
変
困
難
が
伴
う

こ
の
時
期
の
給
食

指
導
で
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
お
陰
で
、
一
年

生
も
ス
ム
ー
ズ
に

給
食
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
、
担
任

一
同
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
協
働
教
育
担
当　

嶋
中
直
幸
教
諭
）

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
」「
顔
見
知

り
に
な
っ
た
子
か
ら
街
中
で
声
を
か

け
て
も
ら
っ
た
」
と
話
す
婦
人
会
の

皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
と
の
笑
顔
の

ふ
れ
あ
い
が
、
元
気
の
源
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

■問
 
 
生
涯
学
習
課  
緯
5
5 
― 

2
1
3
5

地
域
の
子
ど
も
と
接
す
る

貴
重
な
機
会

子
ど
も
た
ち
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て

あ
た
た
か
い
支
援
に
感
謝
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　このコーナーは、耳よりの健康情報をわかりやすく紹介し、
皆さんの健康づくりをサポートします。第２回目のテーマは
「歯と口の健康」です。

【「噛ミング30」で健康な生活を送りましょう！】
　よく噛んで食べることは、身体の健康だけでなく、味
わいや心のくつろぎを得ることができます。
　「食」の入口となっている「口」を健康に保って快適な
生活を送りましょう。

【噛むことによるさまざまな効果】
肥満予防に　満腹中枢が刺激され、食べすぎを防ぎ
ます。

脳の働きが活発に　脳の血流が増え、記憶力や判断
力などが高まります。

発音がはっきりと　口の周りの筋肉を使うことで、
話す時に口がよく動きます。

歯の病気予防に　食べ物が歯ぐきにこすれることや、
だ液がたくさん出ることで、口の中がきれいにな
ります。
胃腸が快調に　食べ物が細かくなり、だ液とよく混
ざることで、胃腸に負担をかけずに消化します。

【噛む回数を増やすひと工夫】
　毅食材を大きめに切る
　毅一口の量を少なめにする
　毅食物繊維の豊富な食材を取り入れる
　毅一口食べたら、はしを置いて噛む
　毅いつもより10回多く噛む
　毅薄味にする

【自分の歯は何本あるかな？】
　歯が20本以上あると、ほとんどの食べ物を噛む
ことができます。おいしく食べるために、1年に1
回は歯科健診を受けるなど、むし歯や歯周病を予防
しましょう。

【1人平均現在歯数】　　　　　　　　　　（本）

平成23年歯科疾患実態調査より
※永久歯は、個人差はありますが28本生えます。（親知らずは含みません）

　町の歯科衛生士は、乳幼児の健診や歯科相談、健
康教育などを通じて、幅広い年齢層の方々に、歯や
口腔の健康づくりの支援をしています。お気軽にご
相談ください。（町歯科衛生士）

女男総数年齢（歳）女男総数年齢（歳）
21.421.021.265〜6927.927.627.840〜44
17.017.717.370〜7427.127.127.145〜49
15.915.315.675〜7925.925.825.950〜54
11.013.612.280〜8424.424.324.455〜59
08.009.208.485〜0022.223.022.560〜64

　噛ミング30（カミングサンマル）は、一口30回以
上噛むことのキャッチフレーズで、実行することにより、
健康的な生活を送ることを目標としています。

広 告 広 告
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いつまでもお元気で

芸術的なシュートのさくらミニバスケット　桑谷遥菜（くわたに  はるな）選手

華麗なドリブルの槻木バスケット　大槻建空（おおつき  たく）選手

　

槻
木
東
2
丁
目
の
中
島
よ
の
さ

ん
（
大
正
2
年
4
月　

日
生
ま
れ
）

16

が
、
満
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
誕
生
日
当
日
、

突
然
の
町
長
の
訪
問
に
、
驚
い
た

様
子
の
中
島
さ
ん
で
し
た
が
、
お

祝
い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
と
、

照
れ
な
が
ら
も
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

果
物
や
甘
い
物
が
大
好
き
だ
と

い
う
中
島
さ
ん
。
健
康
の
秘
訣
は
、

「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
過

ご
す
こ
と
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

5
月　

日
と　

日
に
、
県
内
外
か

11

12

ら
男
女
そ
れ
ぞ
れ　

チ
ー
ム
が
参

10

加
し
、
第　

回
さ
く
ら
ミ
ニ
バ
ス

16

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
き
ず

な
の
言
葉
と
し
て
、
柴
田
町
の
さ
く

ら
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
男
子

チ
ー
ム
の
山
家
悠
之
介
主
将
と
、
女

子
チ
ー
ム
の
ス
ー 
成
希 
主
将
が
、

な

る

き

「
こ
の
大
会
を
通
じ
て
勝
負
の
厳

し
さ
を
学
び
、
今
後
の
公
式
戦
を
頑

張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

選
手
達
が
繰
り
広
げ
る
白
熱
し
た

プ
レ
ー
に
、
会
場
か
ら
も
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中島さんを訪れ長寿を祝う

手に汗握る熱戦！

広 告 広 告
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美味しいお米になりますように

　

5
月
9
日
、
柴
田
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
、
昔
な
が
ら
の
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

裸
足
で
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
、

地
元
農
家
の
高
橋
義
征
さ
ん
に
教

わ
り
な
が
ら
、
約
5
0
0
愛
の
田

ん
ぼ
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

5
年
1
組
の
大
沼
鉄
平
君
は
「
泥

が
冷
た
か
っ
た
け
ど
、
気
持
ち
よ

く
て
楽
し
か
っ
た
。
秋
に
は
美
味

し
い
お
米
が
と
れ
る
の
で
、
み
ん

な
で
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
秋

の
収
穫
時
が
待
ち
き
れ
な
い
様
子

で
し
た
。

晴天の中の運動会

泥んこ体験学習

地域主導の防災訓練

　

5
月　

日
、
町
内
6
つ
の
小
学

18

校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
青
空
が
広
が
る
運
動
会

日
和
と
な
り
、
校
庭
を
元
気
に
駆

け
回
る
子
ど
も
た
ち
に
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
か
ら
の
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
船
岡

小
学
校
で
は
、
鼓
笛
隊
の
演
奏
で

子
ど
も
た
ち
が
入
場
し
、
徒
競
争

や
組
体
操
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
年

2
組
の 
鳴
海 

な

る

み 
沙  
良 
さ
ん
は
、「
初

さ 

ら

め
て
の
運
動
会
な
の
で
、
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
元
気
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

5
月　

日
、
第　

Ｃ
区
町
内
会

12

29

自
主
防
災
会
に
よ
る「
防
火
訓
練
」

が
、
船
迫
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
消
防
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

を
合
図
に
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
1

次
避
難
所
か
ら
2
次
避
難
所
へ
の

避
難
誘
導
訓
練
の
ほ
か
、
水
バ
ケ

ツ
や
水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期

消
火
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
救
急
救

護
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練

に
参
加
し
た
3
丁
目
の 
明
間 

あ
け
ま 
洋 
さ

ひ
ろ
し

ん
は
、「
こ
の
訓
練
で
の
経
験
を

生
か
し
、
災
害
時
に
は
迅
速
な
対

応
を
し
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

水消火器による消火訓練

目指せ！一等賞

広 告
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紅
枝
垂
一
樹
鎮
め
に 
后
陵 

き
さ
い
り
ょ
う

揺
る
る
時
こ
と
に
美
し
花
菖
蒲

か
た
く
り
の
可
憐
な
花
に
頬
ゆ
る
む

葉
桜
の
静
け
さ
破
る 
雉  
子 
の
声

き 

じ

こ
け
し
村
の
ろ
く
ろ
の
音
や 
余  
花 
の
雨

よ 

か

北
へ
行
く
雲
よ
急
ぐ
な
花
連
れ
て

確
か
め
る
や
う
に
一
声 
巣
立
鳥 　

す

だ

ち

ど

り

 
故
郷 
は
湯
の

ふ
る
さ
と

 
香 
溢
れ
て

か

 
蝌  
蚪 
の
紐

か 

と

桃
の
花
の
さ
か
り
の
中
を
湯
の
宿
へ

酔
い
し
れ
て
千
本
桜
枕
に
す

糠
床
を
や
さ
し
く
起
こ
し
新
茶
汲
む

山
吹
や
森
の
画
廊
の
華
や
げ
り

山
菜
摘
む
千
本
桜
の
町
に
生
き

 
木
洩
日 
よ
り
こ
ぼ
れ
て
き
た
る

こ

も

れ

び

 
深
山
蝶 

み
や
ま
ち
ょ
う

ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
を
残
し
て
山
ふ
た
つ

校
庭
に
子
の
声
弾
け
夏 
来 
る
き
た

老
い
て
ゆ
く
こ
の
靜
け
さ
よ
山
桜

下
名
生　

笠
松
ふ
み
子

槻
木　

永
井　
　

堯

船
岡　

安
藤　

節
子

西
船
迫　

玉
手
み
き
子

中
野
西
範
子

石
垣
テ
ル
子

制
野　

千
秋

遊
佐　
　

徹

山
家
美
智
子

三
塚　

直
樹

及
川
美
沙
子

藤
原　

恪
子

若
月
ノ
リ
子

佐
藤
き
み
こ

大
槻　
　
　

槻
木　

大
泉
か
ず
え

水
戸　

貞
夫

啄
木
忌
風
い
た
づ
ら
に
会
場
の

　

花
く
す
ぐ
れ
ば
春
は
去
り
ゆ
き

地
球
儀
を
廻
せ
ど
丸
く
な
ら
ぬ
世
も

　

月
満
欠
け
に
花
咲
く
を
待
ち

遠
き
日
の
思
い
の
夢
を
追
い
か
け
て

　

こ
こ
は
ふ
る 
郷 
孫
と
住
む
ま
ち

さ
と

無
常
な
る
津
波
に
消
え
た
海
添
い
を

　

い
た
わ
る
よ
う
に
満
天
の
星

山
野
草
図
鑑
片
手
に
山
歩
き

耳
遠
く
手
話
で
納
得
老
二
人

ク
ー
ル
ビ
ズ
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
爽
や
か
に

雑
草
の
よ
う
に
生
き
た
人
生
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
中
身
知
ら
ず
に
進
め
ら
れ

あ
と
何
年
百
寿
で
満
足
北
枕

北
の
核
世
界
を
的
に
威
嚇
す
る

そ
ろ
り
そ
ろ
り
歩
い
て
今
日
も
元
気
で
す

な
ぜ
な
の
か
生
き
る
理
屈
の
数
知
れ
ず

東
北
の
訛
り
な
つ
か
し
大
河
ド
ラ

百
点
と
口
笛
吹
い
て
孫
帰
る

人
生
を
お
も
舵
い
っ
ぱ
い
喜
寿
と
な
り

船
岡　

伊
藤
タ
イ
子

葉
坂　

青
柳　

陽
子

船
岡　

阿
部
美
代
子

四
日
市
場　

曳
地　

真
翔

四
日
市
場　

郷
土　

山
櫻

西
船
迫　

大
沼　

一
路

船
岡　

佐
藤　

春
市

船
岡　

小
野
寺
一
彩

船
岡　

幕
田　
　

昇

船
岡　

長
尾　

純
子

船
岡　

早
坂　

洋
子

西
船
迫　

渡
辺　

晴
奈

船
岡　

つ
か
の
め　

け
い
こ

韮
神　
　
 
葛 

か
ず
ら

本
船
迫　

森
田　

眞
六

船
岡　

沢
田　

順
子

広 告 広 告
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　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2013）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで6月12日（水）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111

槻
木
小
学
校
2
年

 
菊
地  
も
も
こ 
さ
ん

き

く

ち

　お子さん（4歳まで）の写真をお待ちしています。
写真の裏にお子さんの名前を必ず書いてください。投
稿者の住所、氏名、電話番号、子どもの名前・生年月
日を明記し、「ひとこと」を添えて応募してください。

はなちゃん（ペンネーム）

「
花
い
っ
ぱ
い
に
な
あ
れ
」

　

槻
木
小
学
校
4
年

 
青
野    
冴  
樹  
さ
ん

せ

い

の
 

さ 

き

「『
モ
チ
モ
チ
の
木
』
を
読
ん
で
」

女王の番犬（ペンネーム）

 渡邊 　
わ た な べ

 大樹 ちゃん
だ い き

（0歳10カ月）
（槻木下町）

 ひとこと　　　　　　　　　　　　 　
元気ですくすく
育ってね！
（父：剛　母：まゆみ）

広 告 広 告

広 告
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特集

誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
郷
土
づ
く
り
へ

笑
顔
咲
く
た
び
伊
達
な
旅
（
仙
台
・
宮
城
D
C
）

（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
の
建
設

38,718人
（前月比152人増）

19,282人
（前月比151人増）

19,436人
（前月比1人増）

15,057世帯
（前月比165世帯増）

※平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、外国人を含む人口と世帯数となります。

◎このコーナーは、平成24年2月9日に行われた子ども議会における一般質問で「学校から元気を発信したい」という
提案を基に、10月号から２カ月に１回掲載しています。
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